
（様式1）          研究事業評価調書（平成24年度）         平成24年11月28日作成 

事業区分 経常研究（応用） 研究期間 平成２５年度～平成２７年度 評価区分 事前評価（継続） 

生産者・実需者ニーズに即した大･裸麦新品種の育成及び栽培技術開発 研究テーマ名 

（副題） （二条大麦「西海皮69号」の栽培技術開発及び裸麦「御島稞」の後継品種育成 ） 

主管の機関・科（研究室）名 研究代表者名 農林技術開発センター・作物研究室 大脇淳一 

＜県総合計画等での位置づけ＞ 

長崎県総合計画 ２．産業が輝く長崎県 

 政策４．力強く豊かな農林水産業を育てる 

（１）「ナガサキブランド」の確立 

（２）業として成り立つ農林業の所得の確保 

科学技術振興ビジョン 第３章 長崎県の科学技術振興の基本的な考え方と推進方策 

 ２－１．産業の基盤を支える施策 

（１）力強く豊かな農林水産業を育てるための、農林水産物の安定生産と付加価値向上 

ながさき農林業・農山村活

性化計画 

□Ⅰ農林業を継承できる経営体の増大 

 ２ 業として成り立つ所得の確保 

  □1生産量の増大・安定による農林業者の所得向上 

 ３ ながさき発の新鮮で安全・安心な農林産物産地の育成 

  □2加工・業務用等ニーズに対応したものづくりへの転換 

１ 研究の概要(100文字) 

 多収かつ高品質が期待される二条大麦「西海皮69号」の栽培特性を明らかにし、より収益性の高い栽培技

術を開発する。また、裸麦品種「御島稞」の味噌加工適性を維持し、栽培特性を改善した後継品種を育成する。 

研究項目 
①「西海皮69号」栽培技術開発 

②「御島稞」後継品種育成（1品種） 

２ 研究の必要性 

１） 社会的・経済的背景及びニーズ 

県内麦作面積は 1,880ha(H23)であり、大麦は約半分を占める。この中で「ニシノホシ」が島嶼部、「ニシノチ

カラ」が本土を中心に栽培されているが、収量性及び品質の面から多収・高品質の新しい麦種が求められて

いる。 

裸麦については、実需者のニーズは非常に高いが、栽培面においては倒伏しやすく収量が極めて不安定

な「御島稞」について、その栽培特性を改善した後継品種の早急な育成が求められている。平成20年度から

後継品種育成に向けた系統の作出・選抜に取り組んでおり、現在90系統を選抜している。平成24年度に10

系統を選抜する計画であり、今後、品種登録に向けた試験、現地適応性の検定、味噌加工適性試験等を実

施し、後継品種を早急に育成することが必要である。 

 

２） 国、他県、市町、民間での実施の状況または実施の可能性 

「西海皮69号」は、九州沖縄農業研究センターで育成された食糧用二条大麦系統であり、本県においてそ

の特性を最大限発揮させる栽培技術の開発が必要である。 

「御島稞」は本県独自育成品種であり、その後継品種も本県独自に育成する必要がある。ただし、育種の

効率化を図るために独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構及び理化学研究所との共同研究契約

を締結し、後継品種の早期育成を図る。 

 

３ 効率性（研究項目と内容・方法） 

研究 

項目 
研究内容・方法 活動指標  

Ｈ 
25 

Ｈ 
26 

Ｈ 
27 

単位 

目標 20 20 20 
施肥、播種時期別及び刈取時期別試験：収量・品質 

施肥法種類､播

種・刈取回数 実績    
種類 

目標 0 3 3 
① 

現地実証試験：現地における生育特性を調査する。 試験箇所数 
実績    

箇所 

目標 10 5 2 生産力検定、特性検定、精麦適性試験：収量、品質、

品種特性、耐病性、粒の硬度、搗精時間等を調査 
試験系統数 

実績    
系統 

目標 2 2 2 
現地適応性検定試験：現地における適応性を調査 試験箇所数 

実績    
箇所 

目標 5 5 2 

② 

味噌加工適性試験：味噌仕込み試験（長工醤油味噌

協同組合に依頼） 
試験系統数 

実績    
系統 



１） 参加研究機関等の役割分担 

 ①（１）農林技術開発センター：施肥試験、播種時期別試験、刈取時期別試験 

   （２）県央、五島、壱岐振興局：現地実証試験 

 ②（１）農林技術開発センター：生産力検定試験、特性検定試験、品質分析 

   （２）近畿中国四国農業研究センター：特性検定試験、品質分析、中規模精麦試験 

   （３）味噌加工業者：味噌加工適性試験 

   （４）県央、五島振興局：現地適応性検定試験 

２） 予算 
 

財源 
研究予算 
（千円） 

計 
（千円） 

人件費 
（千円） 研究費 

（千円） 国庫 県債 その他 一財 
全体予算 32,250 26,907 5,343   5,343
25年度 10.750 8,969 1,781   1,781
26年度 10,750 8,969 1,781   1,781
27年度 10,750 8,969 1,781   1,781

※ 過去の年度は実績、当該年度は現計予算、次年度以降は案 

（研究開発の途中で見直した事項） 

４ 有効性 

研究 

項目 
成果指標 目標 実績 

Ｈ 
25 

Ｈ 
26 

Ｈ 
27 

得られる成果の補足説明等 

① 
「西海皮 69 号」栽培技

術 
１    ○ 

「西海皮 69 号」の特性を最大限発揮さ
せる栽培技術を開発する。 

② 
「御島稞」後継品種育
成 

１     ○ 
生産者、実需者のニーズに即した裸麦
新品種を育成する。 

１）従来技術・先行技術と比較した新規性、優位性 

 既存二条大麦品種より多収である「西海皮69号」の更なる増収技術・高品質栽培技術の開発及び「御島稞」よ

り収量性の優れる裸麦新品種の育成により、生産者の所得向上に寄与できる。 

 

２）成果の普及 

①研究成果の社会・経済への還元シナリオ 

（１）「西海皮69号」栽培技術 

  「西海皮69号」の生産及び流通について、JAグループ、全農と連携し体制整備を行う。 

 地域の協議会をとおして、麦生産者への技術の普及を図る。 

（２）「御島稞」後継品種育成 

裸麦の新品種育成については、長崎県産麦育成研究会裸麦分科会において、随時、立毛検討会、現地検

討会、味噌加工適性試験等を実施し、関係者の意向を反映した選抜を実施することにより、育成品種の速や

かな現地への普及、生産拡大および味噌の製品化を図る。 

 

②研究成果による社会・経済への波及効果の見込み 

（１）「西海皮69号」栽培技術 

・「西海皮69号」普及面積：350ha 

・経済効果：228,545千円 

  単価40,420円／トン×生産予定数量1,540 トン＝62,225千円 

  戸別所得補償制度交付金108千円／トン（5,390円/50kg）×生産予定数量1,540 トン＝166,320千円 

  （２）「御島稞」後継品種育成 

・新品種普及面積：200ha 

・経済効果：122,780千円 

  単価48,400円／トン×生産予定数量700 トン＝33,880千円 

  戸別所得補償制度交付金127千円／トン（7620円/60kg）×生産予定数量700 トン＝88,900千円 

（研究開発の途中で見直した事項） 

 

 



（様式2）                       研究評価の概要 

種

類 
自己評価 研究評価委員会 

（２４年度） 

評価結果 

(総合評価段階： Ｓ ) 

（２４年度） 

評価結果 

(総合評価段階： Ａ ) 

・必 要 性：Ｓ 

 二条大麦は、県内の麦作約1,900haの1/2以上を占

め、主要品種は県央で「ニシノチカラ」、五島、壱岐で

「ニシノホシ」が栽培されているが、収量及び品質が

不安定なことや焼酎原料用大麦の安定供給の面から

もより多収・高品質の新しい品種が求められている。 

 また、裸麦「御島稞」は昭和 12 年に育成された本県

独自の品種であり、味噌加工適性が優れており、長年

地元醤油会社の高いニーズに対応して栽培されてき

た。しかし、倒伏しやすく収量が不安定なことから実需

者・生産者双方から「御島稞」の栽培特性を改善した

後継品種の育成が強く要望されている。 

・必 要 性：Ａ 

 「西海皮 69 号」は多収高品質な品種として生産現場

からの期待が大きい。また、「御島裸」は高品質な味

噌原料として実需者のニーズが高いが、倒伏しやす

いため、栽培特性を改善する後継品種が望まれてお

り、これらは麦の安定生産に欠かせない重要な課題

である。 

・効 率 性：Ａ 

 23 年度から予備試験を開始し、農業団体、行政機関

等と一体となって今後の導入計画の検討を並行して

進めている。また、壱岐地区において焼酎原料として

の評価を行うため醸造試験を実施している。 

 裸麦の育種は近畿中国四国農業研究センター、理

化学研究所と共同研究契約を締結し、「半数体育種」

及び「突然変異育種」の 2 手法を同時並行で行い、効

率化を図っている。さらに選抜に際しては、現地適応

性検定試験の早期開始、味噌仕込み試験の実施等に

より、生産者、実需者のニーズを反映できる体制をと

り、効率化を図っている。 

・効 率 性：Ａ 

 九州沖縄農業研究センター、近畿中国四国農業研

究センター等の他研究機関との連携が図られており、

県内関係機関による現地実証試験も計画されている

ことから、効率性も高い。 

・有 効 性：Ｓ 

奨励品種選定試験で「西海皮69号」は、既存二条大

麦「ニシノホシ」及び「ニシノチカラ」に比べ多収であり

品質も同等以上であると評価した。「西海皮 69 号」は

多収系の麦種であり、栽培技術を確立することによ

り、生産者の収益向上につながる。 

 「御島稞」後継品種の早期育成、普及により、減少の

一途を辿る裸麦の栽培面積・生産量回復および生産

者の所得向上につながる。 

・有 効 性：Ａ 

 これまでの研究蓄積により生育・収量・品質の基本

データが確認されており、長崎県の栽培条件を踏ま

え、品種特性を最大限に活かす栽培技術の開発によ

り、有効な成果が期待される。 

 

 

事 

 

前 

・総合評価：Ｓ 

 麦作は近年、収量や品質の年次変動が大きく、安定

して収量や品質に優れる品種が求められている。 

 大麦及び裸麦の新品種導入は生産者の長年の念願

であり、実需者にとってもニーズが高く、生産者と実需

者が一体となった体制で効率的な後継品種の栽培技

術開発または育成を行う本研究の必要性、効果は極

めて高い。 

・総合評価：Ａ 

麦作は長崎県の土地利用型作物として重要な位置

づけにあり、高品質・多収栽培技術の確立が期待され

る。現場へスムーズに普及・定着するには研究・普

及・生産者の一体的な取り組みが大切である。 

 対応 対応 



 

 

途 

 

中 

（  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

 

・効 率 性 

 

・有 効 性 

 

・総合評価 

  

（  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

  

・効 率 性 

  

・有 効 性 

 

・総合評価 

 対応 対応 

 

 

事 

 

後 

（  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

  

・効 率 性 

  

・有 効 性 

 

・総合評価 

（  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

  

・効 率 性 

  

・有 効 性 

 

・総合評価 

 対応 対応 

 

 


